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WS1
【3時間】

WS2
【3時間】

5月11日（土）　10:00～13:00 第1会場（KOMCEE　East　K211）

成人期における発達障害の心理検査　～報告書を作成するために～

成人の発達障害の心理検査を依頼されることはありませんか？　本研修会は、心理検査を実施し、報告書を作成し、結果をその後の支援につなげるために、
知っておくべき知識と身につけておきたいスキルの向上を目的としております。今回は、主にWAIS、AQの先行研究の知見と実施上の留意点を取り上げたいと
思います。WAISに関しては、基本的な実施方法を習得した方を想定しております。主な参加対象は、医療機関において心理検査を実施している公認心理師で
す。検査依頼に応じた検査バッテリーを組み方、所見の書き方、フィードバックの仕方といった実践的なスキルアップに関心をお持ちの方のご参加をお待ちして
おります。

医療機関において心理検査を実施している公認心理師

司会 講師 古村　健 （国立病院機構東尾張病院）

5月11日（土）　10:00～13:00

認知行動療法は、うつや不安をはじめ多くのメンタルヘルス問題の改善に有効であることが示されており、精神医療にとどまらず、身体疾患患者のメンタルケ
アや、教育、福祉、産業、司法分野の心理社会的支援に広く活用されるようになっている。
本ワークショップでは、認知行動療法の特徴を解説するとともに、認知行動療法の基本技法を展開する際のポイントについて、詳しく解説します。

初学者から、中堅・ベテランの方まで

司会 講師 鈴木　伸一 （早稲田大学人間科学学術院）

WS3
【3時間】

5月11日（土）　10:00～13:00 第3会場（KOMCEE　East　K213）

司法・犯罪・嗜癖部会

司法・犯罪・嗜癖分野における心理臨床：エビデンス・ベイスト・プラクティス

司会 浅見　祐香 （新潟大学） 講師 原田　隆之 （筑波大学）

非行・犯罪に関わる問題を有するクライエントは、心理臨床に携わる者であれば誰もが経験しうる一方で、対応の難しさが語られることも少なくない。本ワーク
ショップでは、公認心理師の会が作成している司法・犯罪・嗜癖分野のコンピテンスリストに沿って、非行・犯罪などの臨床に携わる公認心理師はもちろんのこ
と、すべての公認心理師が知っておくべき司法・犯罪・嗜癖分野における心理臨床の枠組みと技能を解説する。さらに、最新最善のエビデンスに基づく心理臨
床について、その具体的な技能を体験的に習得することを目的とする。エビデンス・ベイスト・プラクティスとは、臨床上必要な理念ではなく、それを実践するた
めには数々の臨床技能が必要である。それらを身につけることは、効果的かつ倫理的な臨床のために必須である。

司法・犯罪・嗜癖分野で活動する、あるいは当該分野に興味のある方

研修会委員会

研修会委員会

丹野　義彦 （理事長　東京大学名誉教授）

認知行動療法の基本から学ぼう：初学者や、レベルアップを目指したいあなたへ

第2会場（KOMCEE　East　K212）
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畑　琴音 （早稲田大学） 庵地　雄太 （国立循環器病研究センター　心不全・移植部門）

武田　知也 （人間環境大学） 河野　由枝 （国立循環器病研究センター　看護部　教育推進室）
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島津　美由紀 （ソニーピープルソリューションズ株式会社）

水島　秀聡 （小島プレス工業株式会社）
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企画
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日時 会場
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大澤　智子 （兵庫県こころのケアセンター）

佐藤　恵 （埼玉県教育局　埼玉県スクールカウンセラー）

概要

想定する対象者

WS7
【3時間】

5月11日（土）　14:00～17:00 第4会場（KOMCEE　East　K214）

教育・特別支援部会

惨事（災害・重大事件）における公認心理師による危機介入とそのエビデンス

司会 講師

自然災害や事件事故が起こった後、学校で働く公認心理師ができることは何か。惨事を経験した組織、職員、児童生徒とその保護者を対象に、介入を計画す
る際、何をどう考えればいいのかの基本的な態度や枠組みをお伝えします。
前半は大規模災害が起こった際の緊急支援について、サイコロジカルファーストエイドの視点からご紹介します。後半は重大事件・事故が起こった学校組織の
評価から連携までの具体的な支援の展開をご紹介します。

SC等教育現場で働く公認心理師の方，その他危機介入に関わる可能性のある公認心理師の方

榎本　拓哉 （徳島大学）

WS6
【3時間】

5月11日（土）　14:00～17:00 第3会場（KOMCEE　East　K213）

福祉・障害部会

子ども虐待の基礎

司会 講師

本ワークショップでは、子ども虐待に関する基礎的な知識を身につけ、臨床を始める上でのはじめの一歩を考えられるようになることを目指します。
子ども虐待は、子どもたちの発達と行動（こころ）における傷つきを理解する一つの視点だと思います。また、子ども虐待は、母子保健、教育、保育、福祉、司法な
ど多くの専門職の方々と協働する視点が必須の領域でもあるため、法制度や他の分野の専門職の方についての理解もより必要になります。
心理的支援においては、虐待種別により状態が異なる点に配慮しながら、未学習を補い、誤学習を修正しながら、ダメージの回復を計ります。長期にわたる回復
の過程の中では、日常を構築することが大切です。傷つきやすい状態やしんどい思いをしやすい状態を少しでも減らして、過ごすことができるかを考え、実践し
続けることが大切であるように思います。
前半を講義形式で行い、基本的な法制度、実態、虐待を受けた子どもたちを理解するための理論についてお伝えします。後半は、事例を用いながら参加いただ
いたみなさんと一緒に実践的な学びができればと考えています。

公認心理師を目指している方、公認心理師になって間もない方
虐待を受けた子どもの支援に関心があり分野に入ろうと考えている方など

下山　真衣 （信州大学） 丹羽　健太郎 （椙山女学園大学）

WS5
【3時間】

5月11日（土）　14:00～17:00 第2会場（KOMCEE　East　K212）

産業・労働・地域保健部会

組織における危機対応・ポストベンションの基礎知識

司会 講師

日本における20～50歳代の自死者の多くは有職者であり、2006年に成立した自殺対策基本法においても、事業主に対して自死の防止対策を講じる責務が課
せられています。職域における自死予防の対策は多岐にわたりますが、しばしば個別支援と組織としての対応の間でコンフリクトが生じやすい問題でもあるた
め、産業・労働分野で働く公認心理師には幅広い知識やスキルが求められます。このワークショップでは、産業・労働分野における法制度を含めた自死予防対
策の枠組みを整理したうえで、組織内で自死のリスクの高い人が把握された場合の危機対応（インターベンション）、および実際に自死が生じてしまった後の対
応（ポストベンション）について、心理的支援の基礎知識を中心に学びを深めます。当日は個人ワークなどを取り入れた講義を中心に進める予定ですが、参加さ
れた方同士でのつながりを作る場にもなればと考えています。

産業・労働分野においてすでに公認心理師として勤務されている方または今後勤務を希望される方。これまで自死予防に関する研修を受けたことがない方も
歓迎します。

勝又　陽太郎
（東京都立大学 人文社会学部 人間社会学科
心理学教室）

WS4
【3時間】

5月11日（土）　14:00～17:00 第1会場（KOMCEE　East　K211）

医療部会

医療従事者の基礎知識

司会 講師

このワークショップでは、病院やクリニック等の医療機関や保健施設で勤務するうえで必要不可欠な知識や技術を得るための方法など、情報や研修にアクセス
するためのリテラシーを習得することに主眼を置いています。例えば、医療保険制度や関連法規、診療報酬、精神保健サービスなどの情報について、信頼性が高
く安心・安全に最新の情報を収集するにはどうすれば良いか。医療倫理や感染対策、衛生管理、補助器具の使用方法、お看取りから退院までの流れや対応、
患者急変時の初動などの対応を、それらが必要となった時にどのように身に付けてゆけば良いか。このワークショップの受講を通じて、必要になったときに、必要
な情報や対処方法を得るためのスキルをお伝えしたいと考えています。

現在、医療従事者として勤務している方はもちろん、医療領域に関心がある方、周辺領域の知識や生活の知恵として興味がある方など、年齢や立場を問わず、
どなたも歓迎です。


